
本調査は、歯科衛生士又は歯科技工士と社会福祉士のダブルライセンス教育において、「ダブルライセンス教育の意義」と「今後の課題」

を明らかにするため、歯科衛生士課程または歯科技工士課程と社会福祉士コースを履修している在学生と卒業生を対象にアンケートとイン

タビューを実施する。 

本研究により、歯科衛生士又は歯科技工士と社会福祉士のダブルライセンス教育を履修した学生の卒業後の活躍の場の実態と課題が明ら

かになれば、今後、地域包括ケアシステムに携わる歯科衛生士及び歯科技工士の活躍の場が更に広がるのではないかと期待される。 
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